
「プラスチック・スマート」とは、環境省が実施している海洋
プラスチックごみの削減に向けたキャンペーンの名称で、“プラ
スチックとの賢い付き合い方”のことを意味しています。

海洋プラスチックごみによる環境汚染問題の解決に向けて、
個人・事業者・行政などのあらゆる主体が、それぞれの立場で
できる取り組みを行い、プラスチックと賢く付き合っていくこ
とで、プラスチックごみを減らしていくことが重要になります。

海洋プラスチックの削減に寄与するため、市では「プラごみ
減量の取組指針」を策定しています。プラスチック・スマート
の精神でプラごみを減らしていき、海洋環境の向上につなげて
いきましょう。

マイバッグを使用して、
レジ袋はもらわない

マイボトルを使用して、
ペットボトルやプラスチック
カップを減らす

ごみのポイ捨て禁止！
ごみは必ずごみ箱に捨てる

詰め替え商品を選んで、
プラスチックごみの量を
減らす

食品を保存するときは
ふた付容器を使用して、
ラップの使用を減らす

使い捨てのプラスチック
スプーンやフォークは
もらわない

スーパーなどで食品を小分け
にするロール型ポリ袋の使用
を減らす

ごみが散乱しないように注
意する

清掃活動に参加する

以下の例を参考に、自分に何ができるのか考え、実践してみましょう！

一人ひとりの行動によって、海洋プラスチックごみをなくしましょう！

プラスチックは自然に分解されにくい物質なので、長期
にわたって海の中に残り続けます。
また、マイクロプラスチックになってしまうと、細かい
ため回収するのが難しく、海に溜まってしまいます。
このままだと２０５０年までに、海洋プラスチックごみ
の量が海にいる魚の量を上回ると予測されています。

海の生き物（クジラ、カメ、海鳥など）がプラスチック
ごみを食べてしまったり、プラスチック製の袋や網が体に
絡んだりすることで、傷ついたり死んでしまったりする事
例が数多く報告されています。

海のプラスチックごみを減らすために、
私たち一人ひとりの行動が問われています。
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プラごみ減量の取組指針
アイデア投稿フォーム
その他の取り組み事例
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市役所でも職場ごとに出来ることを考え、
率先して取り組んでいます。

みなさんが取り組んだことやアイデア等を
募集しています。


